
プログラミング演習Ⅰ課題２　レポート

課題２．全加算器による8桁の2進数の和
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【チェック項目】　---------------------------------------------------------

以下の項目が正しく記載されているか確認し，○をつけること．※がついているものは必須項目ではない．

	項目
	自己

チェック

	
	

	(1) 表紙に必要事項を記入したか？
	

	(2) 課題の概要を記述したか？
	

	(3) main関数について文章による説明を記述したか？また，main関数のローカル変数の説明をしたか？（ローカル変数の説明はソースにコメントとして記入してもよい）
	

	(4) main以外の関数について引数・戻り値・および動作の説明を記述したか？
	

	(5) 全ての関数についてフローチャートを記述したか？また，書き方は正しいか？
	

	(6) ソースの書式は見やすいか？（枠線で囲む，行番号を入れる，空行や空白を適宜入れて見やすい形に整える，コメント文を適宜記述するなど）
	


	(7) 複数の入力例に対する実行結果とその説明を記述したか？
	

	(8) 考察課題3題を記述したか？
	

	(9) 参考文献を記述したか？（必ず１つ以上記述する）参考文献の書式は正しいか？
	

	(10) 図番号とタイトルをつけたか？
	

	(11) ページ番号をつけたか？
	

	※オプション課題を実装したか？
	

	※感想・意見を記述したか？
	


1. 課題の概要

【赤字はレポート作成の際にすべて消すこと。章立ては原則としてこのフォーマットに従うこと】

プログラミング演習Ⅰ課題2の概要について述べること．

2. アルゴリズム

2.1 全体の概要
main関数のフローチャートを示し，全体の流れについて文章で説明すること．
main関数のローカル変数について説明すること(ソースリストのコメント文に記載してもOK)．
全加算器について，論理式と文章により説明すること (2.2関数の説明 で記載してもOK)．
2.2 関数の説明
　main以外の関数についてフローチャートを示し，各関数の引数，戻り値，および計算内容について文章で説明すること． 
3. ソースリスト

作成したプログラムのソースを示すこと． 
4. 実行結果
入力した数値と出力された結果をあわせて示すこと．必ず2組以上の入出力結果を示すこと．また，実行結果の正否について確認し文章で明記すること．
5. 考察課題
5.1 和が255を越えるような2つの2進数を入力したときの動作

5.2 0と1以外の‘数字’または‘英字’を入力したときの動作
入力値と出力された結果をあわせて示し，そのときのプログラムの動作について考察すること．

(プログラムの改良は不要です．)
5.3 関数bin_to_intの工夫した点
bin_to_intを作成する上で工夫した点について説明および考察すること． 
6. オプション課題 (任意)
オプション課題を実装した場合は，本章にフローチャート・説明・ソースリスト・結果および考察を記載すること．
7. 感想（任意）

演習全体を通した感想など．

8. 参考文献

参考にした文献の一覧を載せること．
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